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備の時間確保も十分とはいえません。週の授業持
ち時間数も多く、それに比例して教材研究も増え、
大変な時もありますが、日本語の授業にやってく
る生徒個人の指導ファイルを開くと、いつもそこに
は次の授業で使うプリントが支援員さんの手で準
備されていて、私はそれを使って教えるだけでよ
い状態になっているので本当に助かっています。
日本語を指導して思ったのは、言葉の教え方は
英語も日本語も基本は同じなんだな、ということ
でした。学ぶ生徒にとって必要なことは何かを教
える側がきちんと把握し、それを使う場面や状況
を設定し、定着させるための練習を行ったらそれ
を応用して使う活動を行う、という流れは共通だ
と感じました。また、私のスペイン語は辞書を使っ
ての読み書きなら何とか、というレベルなので、
英語がある程度分かる生徒には日本語の意味を
英語で説明すると分かってくれるという場面もあり
　「先生、パパは今、福島。大丈夫？」
中国から来日して約１か月の小学生の男の子が日
本語でこう言うと、
　「大丈夫、大丈夫。」
とやはり中国から来た中学生の女の子が日本語
でねぎらう。３・１１を宇都宮で経験した次の週、
不安を抱えた子供たちの授業中の会話である。
　ここは、宇都宮市にある初期日本語指導教室。
平成２１年度に開設された教室で、来日３か月以
内の外国にルーツを持つ児童生徒が約２か月間、
簡単な日本語と学校の決まりを学んでから小中学
校へ編入学する。平日午前中の３時間のみの教
室ではあるが、日本の小中学校へ編入する心構
えができ、通級開始から１か月も経てば、たどた
どしくとも日本語でコミュニケーションも取ること
ができてくる。授業中はなるべく日本語を使用す
ます。逆に生徒からポルトガル語やスペイン語を
教えてもらったり、先日は日本語教室に掲示する
４ヶ国語あいさつ表現一覧表の文法チェックをして
もらうなど、生徒に助けられることもありました。
昨年度後期の内地留学期間中は、栃木県内に
ある日本語教室を訪問し、それぞれの担当の先
生方にお話を伺う機会がありました。どの教室も
運営される先生方の持ち味を生かした、明るく活
気のある雰囲気でしたが、日本語教室に限らず、
教室というところは、１歩足を踏み入れた途端に
学級経営の様子や、そこで生活する人たちが楽
しく充実した時間を過ごせているかなどが自然に
感じられるものだと思いました。それは教室の明
るさだったり掲示物だったり流れる空気やにおい
だったりとさまざまですが、私は自分に任されたこ
の教室を、訪れる人だけでなく自分自身もが心地
よく感じられる空間にしたいと思いました。幸い支
援員さんが皆さん女性なので、“日本語教室をか
わいらしくしよう”と意見が一致し模様替えを始め
ました（前任の先生、ごめんなさい）。机の配置換
えをしたり各国の国旗を壁に貼ったりして、少しず
つ出来上がっていく教室を見ていると、単純です
が、明日も頑張ろうという気持ちがわいてきます。
私の日本語教師としての日々はまだ始まったばかり
です。いつまでも新鮮な気持ちで頑張りたいと思っ
ています。
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ることで、日本語に対する「慣れ」も生じてくる。
　日本語教室で子どもたちに
　「地震、怖かったね。」
と言うと、
　「うん、地震怖い。テレビ見た。怖い。教室の
下に人がいっぱいいるね。」
子どもたちに言われ、３階に日本語教室のある
市教育センターの１階が避難所になっている事に
気がついた。
　その日の帰りに１階を通り過ぎる時、つい前の
月まで日本語教室に通っていた女の子の家族が
避難しに来ていたことに気がついた。聞けば、地
震の後ずっと近くの小学校の校庭で、家族３人、
頭を抱えながら震えていたとのこと。テレビの映
像を見て、津波が押し寄せてくる不安から、家に
は帰れなかったそうだ。自分が住んでいる場所
の位置関係がよくわからない、外国から来たばか
りの人たちはどんなに不安だっただろう。
　翌日、子どもたちが教室から帰宅する際、迎え
に来ていたある保護者が言った。
　「ガソリンがないので、教室には来られません。」
　日本語教室は原則保護者の送迎が必要なの
で、このように日本語教室に通えなくなってしま
う子どもたちも出てきた。通えている子どもたち
も、授業中も落ち着きがないし、表情も暗い。
学習に集中できない日々は続いたが、それでも子
どもたちは学校に編入学するために必要な言葉
や日本の学校のルールを覚えていった。
　そのまま春休みを迎え、平成２３年度に入った
が、年間２０名を超える児童生徒が日本語教室
にやってくるが、今年度２月までは震災の影響で
その約半数であった。ところが、３月に入る頃か
ら少しずつ増え始めてきている。新たに来た子ど
もたちの中には、
　「地震で国に帰っていた。とても怖かった。」
という子どももいて、やはり、テレビの映像が怖
かったのだと言う。音声のみよりもストレートに
情報をキャッチできる映像で、今回の３・１１を、
外国から来た子どもたちはどう理解したのか。災
害等での言葉のわからないというストレスは子ど
もにも同様なのだと改めて思い知らされた。外国
から来た子どもたちを取り巻く環境として、保護
者は母語しかできず、子どもは母語がわからな
かったり、日本語も母語も不十分であったりする
家庭の状況も見られる。あの子どもたちは、見た
事や感じた事を誰に伝えるのか。もう少し時間が
経ったら、またあの時の子どもたちに今はどう受
け止めているか聞いてみようと思っている。
　私は昨年の 11 月から、宇都宮市立西原小学校
で低学年のフィリピン出身のA児を支援してい
ます。主に授業に入り込み、文章の解釈の仕方
や感想文の書き方などの補助をしています。彼
にとっては、感想を考えて書くことが難しいの
ですが、地道に書く分量が、以前に比べて増え
てきています。文章を書く際に、濁点や促音が
抜けてしまうことも多いので、注意して指導し
ています。他には、保護者宛の重要な通知の英
訳などを行っています。
宇都宮大学国際学部国際文化学科３年
支援は微力だけど無力じゃない
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